
News議会ニュース

令和３年 第４回町議会臨時会

令和３年第４回町議会臨時会が９月１日に招集さ

れ、議案１件が審議され、同日閉会しました。

　また、松井町長から、「電源立地地域対策交付金に

係る対応について」の町政報告がありました。

　そのあらましについてお知らせします。

　
「
電
源
立
地
地
域
対
策

　
交
付
金
」
に
係
る
対

　
応
に
つ
い
て

町

政

報

告

上
で
、
積
丹
半
島
地
域
の
振
興

に
共
に
役
立
て
る
観
点
か
ら
、

関
係
４
町
村
に
お
い
て
も
交
付

金
の
有
効
活
用
を
検
討
さ
れ
、

「
交
付
金
の
『
配
分
受
諾
』
の

可
否
の
意
思
表
示
を
、
７
月
末

ま
で
に
お
願
い
し
た
い
。」
こ

と
。

　

北
海
道
か
ら
の
要
請
事
項
と

し
て
は
、
「
交
付
金
の
『
配
分

額
（
使
途
計
画
額
）』
を
、
８

月
上
旬
頃
ま
で
に
、
ま
た
、
同

交
付
金
の
補
助
金
適
正
化
法
に

基
づ
く
『
使
途
事
業
計
画
書
』

の
提
出
は
、
９
月
下
旬
頃
ま
で

に
お
願
い
し
た
い
。」
こ
と
。

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
町
議
会
全
員
協
議
会
で

対
応
協
議

そ
う
し
た
要
請
を
受
け
ま
し

て
、
７
月
21
日
議
会
全
員
協
議

会
の
開
催
を
議
長
に
要
請
し
、

同
月
９
日
の
神
恵
内
村
で
の
会

議
に
お
い
て
国
及
び
道
か
ら
配

付
さ
れ
た
全
て
の
資
料
を
議
員

各
位
に
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

同
日
の
議
会
全
員
協
議
会
の

開
催
要
請
に
際
し
て
の
私
の
認

識
と
し
ま
し
て
は
、
神
恵
内
村

か
ら
の
申
入
れ
に
対
す
る
本
町

の
回
答
に
当
た
っ
て
は
、
令
和

２
年
９
月
15
日
開
会
の
第
３
回

定
例
議
会
で
の
一
般
質
問
へ
の

私
の
答
弁
の
趣
旨
の
ほ
か
、
特

に
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
議

員
発
議
に
よ
る
「
条
例
案
の
提

出
権
」
と
「
意
見
書
の
提
出

権
」
を
行
使
さ
れ
た
結
果
、
本

年
３
月
９
日
開
会
の
第
１
回
定

例
議
会
で
議
決
さ
れ
、
同
月
15

日
公
布
施
行
さ
れ
た
「
積
丹
町

に
放
射
性
物
質
等
を
持
ち
込
ま

せ
な
い
条
例
」
並
び
に
本
年
６

月
16
日
開
会
の
第
２
回
定
例
議

会
で
議
決
さ
れ
、
北
海
道
知
事

と
北
海
道
議
会
議
長
へ
送
付
さ

れ
た
「
北
海
道
を
高
レ
ベ
ル
特

定
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ご
み
）

の
最
終
処
分
場
に
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
の
趣
旨
の

重
要
性
に
鑑

か
ん
が

み
、
か
つ
、
交
付

金
制
度
の
目
的
や
仕
組
み
、
更

に
は
、
北
海
道
の
本
交
付
金
の

対
応
へ
の
動
向
に
関
す
る
情
報

を
、
議
員
各
位
に
お
伝
え
を
し
、

透
明
性
の
あ
る
議
会
協
議
の
場

で
、
議
員
各
位
の
ご
意
見
を
十

分
拝
聴
し
、
自
治
体
の
意
思
決

定
と
な
る
本
件
回
答
に
つ
き
ま

し
て
も
、
そ
の
結
果
と
経
過
を

７
月
２
日
付
け
で
、
神
恵
内

村
長
か
ら
近
隣
町
村
へ
「
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
関
す

る
打
合
せ
会
議
」
の
開
催
案
内

が
あ
り
、
同
月
９
日
、
神
恵
内

村
長
、
古
平
町
長
、
泊
村
長
、

共
和
町
長
、
岩
内
町
長
、
積
丹

町
長
及
び
経
済
産
業
省
北
海
道

経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
部
長
、
北
海
道
経
済
部
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長
ほ
か
が
、

神
恵
内
村
役
場
に
参
集
し
ま
し

た
。

◆
神
恵
内
村
長
か
ら
い
わ

ゆ
る
「
核
の
ご
み
交
付
金
」

配
分
協
議
の
申
し
入
れ

会
議
の
要
旨
は
、
現
在
、
神

恵
内
村
で
行
わ
れ
て
い
る
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
選
定
に
向
け
た
文
献
調
査

受
け
入
れ
に
伴
い
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
交
付
金
に
つ
い
て
、

「
国
」
及
び
「
北
海
道
」
か
ら

同
交
付
金
制
度
概
要
の
説
明

を
受
け
た
後
、
神
恵
内
村
長
か

ら
、
岩
内
町
を
除
く
近
隣
４
町

村
（
泊
村
、
積
丹
町
、
古
平
町
、

共
和
町
）
に
対
し
て
、
同
交
付

金
の
配
分
希
望
の
可
否
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
と
の
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
交
付
金
制
度
概
要
資

料
の
説
明
の
中
で
は
、
「
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
」
の
性

格
に
つ
い
て
、『
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
』
の
適
用
を
受
け
、

使
途
の
条
件
が
規
定
さ
れ
て
い

る
交
付
金
で
あ
り
、
地
方
交
付

税
交
付
金
の
よ
う
に
歳
出
予
算

の
使
途
制
限
は
な
く
、
地
方
自

治
体
の
一
般
財
源
と
し
て
歳
入

歳
出
予
算
に
組
み
込
ま
れ
る
も

の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
使
途
事
業
計
画
に
基

づ
く
交
付
金
申
請
書
を
道
を
経

由
し
て
国
へ
提
出
す
る
手
続
を

要
す
る
。」
と
の
説
明
が
国
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
恵
内
村
長
か
ら
関

係
４
町
村
へ
の
要
請
事
項
と
し

て
は
、
国
及
び
道
と
の
今
後
の

対
応
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い

て
、
急
が
れ
る
案
件
で
あ
る
こ

と
に
理
解
を
求
め
る
と
さ
れ
た
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町
民
に
明
ら
か
に
す
べ
き
極
め

て
重
要
な
事
案
で
あ
る
と
の
私

の
考
え
方
に
立
ち
ま
し
て
、
議

員
各
位
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
◆
「
交
付
金
」
申
請
辞
退
を

回
答

　

 

８
項
目
　
尊
重
の
重
要
性

　

そ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
た

私
の
判
断
と
し
て
は
、
「
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
配
分

に
つ
い
て
積
丹
町
は
、
辞
退
す

る
。
」
と
の
意
思
表
明
を
同
日

の
議
会
全
員
協
議
会
で
申
し
上

げ
、
そ
の
旨
、
神
恵
内
村
長
へ

回
答
す
る
こ
と
と
し
た
経
緯
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
同
月
29
日
に
関
係

４
町
村
長
が
回
答
意
思
表
示
の

た
め
、
神
恵
内
村
役
場
に
参
集

し
、
国
及
び
道
の
担
当
職
員
も

同
席
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
私
か
ら
は
、
「
積
丹

町
は
、
本
交
付
金
の
配
分
に

つ
い
て
は
辞
退
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
」
旨
を
口
頭
で
回
答
し
、

７
月
21
日
開
催
の
本
町
議
会
全

員
協
議
会
の
概
況
と
併
せ
て
、

回
答
の
理
由
と
し
て
、
同
協
議

会
で
の
私
の
発
言
の
趣
旨
に

沿
っ
た
次
の
８
項
目
を
申
し
述

べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①
神
恵
内
村
で
の
７
月
９
日
の

会
議
配
付
資
料
の
全
て
を
議
員

配
付
し
、
説
明
の
う
え
、
意
見

を
求
め
た
が
「
本
町
が
交
付
金

の
配
分
を
受
け
る
こ
と
を
可
と

す
る
。
」
旨
の
出
席
議
員
の
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
。

②
「
積
丹
町
に
放
射
性
物
質
等

を
持
ち
込
ま
せ
な
い
条
例
」
が

制
定
施
行
済
で
あ
る
こ
と
。

③
「
北
海
道
を
高
レ
ベ
ル
特
定

放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ご
み
）

の
最
終
処
分
場
に
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
が
議
決
さ

れ
、
北
海
道
知
事
及
び
北
海
道

議
会
議
長
へ
送
付
済
で
あ
る
こ

と
。

④
昨
年
８
月
、
小
樽
地
区
漁
業

協
同
組
合
長
会
（
９
単
協
）
か

ら
、
後
志
管
内
沿
海
市
町
村
に

対
し
て
文
献
調
査
反
対
の
申
入

れ
を
受
け
て
お
り
、
本
町
地
先

海
面
を
区
域
と
す
る
東
し
ゃ
こ

た
ん
漁
業
協
同
組
合
も
、
同
組

合
長
会
の
構
成
員
で
あ
る
こ

と
。

⑤
昨
年
10
月
、
本
町
の
「
積
丹

観
光
協
会
」
が
、
文
献
調
査
反

対
の
意
思
表
示
を
し
、
し
ゃ
こ

た
ん
半
島
観
光
振
興
会
（
９
団

体
）
構
成
関
係
団
体
に
対
し
て
、

そ
の
旨
の
運
動
を
展
開
し
て
き

た
こ
と
。

⑥
昨
年
８
月
以
来
、
北
海
道
知

事
は
、
全
道
１
７
９
市
町
村
に

対
し
て
「
北
海
道
に
お
け
る
特

定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条

例
」
の
遵
守
を
繰
り
返
し
て
訴

え
て
き
た
経
緯
に
あ
り
、
か

つ
、
道
と
し
て
は
、
本
交
付
金

の
配
分
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と

を
既
に
意
思
表
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

⑦
本
町
は
、
昭
和
38
年
の
『
ニ

セ
コ
・
積
丹
・
小
樽
海
岸
国
定

公
園
』
の
指
定
を
機
に
、
自
然

や
海
岸
景
観
等
地
域
資
源
の

「
保
護
と
利
用
」、
「
経
済
的
利

益
と
社
会
的
利
益
」
の
両
立
と

調
和
の
重
要
性
を
糧か

て

と
し
て
歩

ん
で
き
た
観
光
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、

国
内
外
か
ら
の
「
積
丹
の
イ

メ
ー
ジ
（
印
象
）」
に
対
す
る

評
価
を
、
今
後
も
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
る
こ
と
。

⑧
仮
に
、
本
交
付
金
配
分
関
連

予
算
案
を
提
出
し
て
も
、
可
決

を
得
る
見
通
し
は
極
め
て
難
し

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
。

　

な
ど
を
勘
案
し
、
私
は
、「
積

丹
町
に
お
い
て
は
、
本
交
付
金

の
配
分
は
、
辞
退
す
る
べ
き
で

あ
る
。」
と
の
判
断
に
至
っ
た

旨
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
席
上
、
古
平
町
、
泊

村
、
共
和
町
か
ら
は
、
議
会
と

の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
理

由
は
異
な
る
も
の
の
、
回
答
の

結
論
と
し
て
は
、
３
町
村
長
と

も
「
本
交
付
金
の
配
分
を
受
け

る
。」
旨
の
意
思
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
後
報
道
さ
れ
て

い
る
同
交
付
金
の
配
分
額
等
に

関
す
る
関
係
町
村
の
協
議
に
関

し
ま
し
て
、
本
町
は
、
参
加
関

与
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

”

”

（
注
）い
わ
ゆ
る
「
核
の
ご
み
交
付
金
」

に
関
す
る
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
報
道

へ
の
関
心
が
高
く
重
要
な
案
件
で
あ

る
た
め
、
今
月
号
の
町
広
報
「
議
会

ニ
ュ
ー
ス
・
町
政
報
告
」
の
紙
面
は
、

通
常
よ
り　

大
き
い
文
字　

で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

”

”

議
案
第
１
号

　
令
和
３
年
度
積
丹
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
「
防
災
拠
点
の
設

置
及
び
災
害
時
相
互
支
援
体
制
構

築
助
成
」
事
業
費
、
町
議
会
議
員

選
挙
費
の
立
候
補
予
定
者
の
ポ
ス

タ
ー
・
ビ
ラ
等
公
費
負
担
の
増
額
、

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
の
、
「
65
歳
以
上
高

齢
者
の
住
民
税
課
税
世
帯
助
成
措

置
の
拡
大
」
等
に
伴
う
増
額
補
正
。

　

災
害
対
策
費
（
防
災
倉
庫
建
設
、

防
災
資
機
材
購
入
、
重
機
操
作
等

研
修
等
防
災
拠
点
整
備
事
業
） 　

１
，
７
７
０
万
円
、
選
挙
費
（
町

議
会
議
員
選
挙
費
）
３
０
０
万
円
、

予
防
費
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
委
託
料
）
１
６
６
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

32
億
４
，
７
７
４
万
５
千
円
と
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
原
案
可
決
）

審
議
さ
れ
た
案
件
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NoNo 種　　別種　　別
事業費事業費 財源内訳財源内訳

R3R3 R4R4 R5R5 助成金助成金 地方債地方債 基金基金 一般財源一般財源

１ 必須機材１ 必須機材

(1) 防災倉庫建設 32,800 8,800 24,000

(2) 防災倉庫実施設計 2,200 2,200

(3) 油圧ショベル 4,609 4,609

(4) スライドダンプ 5,559 5,559

(5) 救助艇 1,454 1,454

２ 任意機材２ 任意機材

(1) 任意資機材購入費等(1) 任意資機材購入費等

（熱画像探査装置、小型ポン（熱画像探査装置、小型ポン

プほか全１７品目）プほか全１７品目）

12,37812,378 12,37812,378

３ 人材育成研修３ 人材育成研修

(1) 人材育成研修費 3,1223,122 3,0003,000 3,0003,000 9,0009,000 122122

４ その他４ その他

(1) 用地取得費等 2,7002,700 2,0002,000 700700

(2) 用地・外構整備費 920920 検討中検討中 検討中検討中 920920

合　計合　計 32,94232,942 35,80035,800 3,0003,000 44,00044,000 24,00024,000 2,0002,000 1,7421,742

だ
け
で
な
く
、
建
設
重
機
械
や
救

命
ボ
ー
ト
等
防
災
資
機
材
の
新
た

な
操
作
技
術
を
習
得
し
、
高
度
な

防
災
即
応
力
の
向
上
と
そ
の
人
材

育
成
な
ど
の
防
災
体
制
の
強
化
が

課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
回
の
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

の
助
成
支
援
の
機
会
を
活
か
し

て
、
有
利
な
防
災
対
策
地
方
債
と

の
併
用
に
よ
り
、
消
防
積
丹
支
署

に
隣
接
す
る
民
有
地
と
国
有
地
を

取
得
し
て
、
防
災
資
機
材
格
納
倉
庫

と
、
重
機
等
防
災
資
機
材
技
術
の
日

常
的
な
習
得
訓
練
用
地
を
整
備
し
、

町
の
新
た
な
防
災
拠
点
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
後
志
消
防
組
合
の
他
の

消
防
署
・
支
署
（
余
市
・
古
平
・
仁
木
・

▲助成決定書授与式

赤
井
川
）
の
消
防
職
員
や
団
員
の
新

た
な
防
災
技
術
力
を
磨
く
研
修
・
訓

練
拠
点
と
し
て
も
連
携
が
進
み
、
広

域
的
な
災
害
時
相
互
支
援
体
制
の
構

築
強
化
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

積
丹
町
の
防
災
資
機
材
整
備
・
人
材
育
成
に

積
丹
町
の
防
災
資
機
材
整
備
・
人
材
育
成
に

４
，
４
０
０
万
円
助
成

４
，
４
０
０
万
円
助
成

▲朝日田Ｂ＆Ｇ財団常務理事

全体計画事業費と財源全体計画事業費と財源 （単位：千円）

落
で
構
成
す
る
当
町
の
現
在
の
防
災

要
員
（
消
防
・
警
察
・
町
職
員
・
建

設
業
者
）
や
、
重
機
等
防
災
資
機
材

な
ど
の
防
災
体
制
の
水
準
と
能
力
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
様
々
な
災
害
発
生
時
の
初

動
救
助
活
動
で
、
最
も
重
要
な
役
割

を
担
い
期
待
さ
れ
る
消
防
職
員
と
消

防
団
員
が
消
防
車
や
救
急
車
の
運
用

全
国
全
国
2525
市
町
・
道
内
２
市
町

市
町
・
道
内
２
市
町

積
丹
町
と
滝
川
市
を
選
定

積
丹
町
と
滝
川
市
を
選
定

８
月
31
日
決
定
書
授
与
式

　

８
月
31
日
（
火
）
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

主
催
の
「
防
災
拠
点
の
設
置
及
び
災

害
時
相
互
支
援
体
制
構
築
事
業
決
定

書
授
与
式
」
が
、
朝
日
田
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
常
務
理
事
が
来
町
さ
れ
、
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
田
常
務
理
事
か
ら
、
「
30
年

を
超
え
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な

先
駆
的
な
運
営
努
力
を
通
じ
た
財
団

へ
の
理
解
が
深
い
積
丹
町
が
、
大
災

”

”

害
に
備
え
て
、
消
防
機
関
と
連
携
し

て
、
防
災
資
機
材
の
高
度
な
運
用
と

防
災
要
員
の
人
材
育
成
の
強
化
に

努
め
、
全
国
の
モ
デ
ル
事
例
と
な

る
新
た
な
防
災
実
践
活
動
の
取
組

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
激
励
の

挨
拶
が
あ
り
、
３
年
間
で
総
額
４
，

４
０
０
万
円
の
助
成
支
援
金
決
定
書

が
松
井
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
内
２
市
町
の
一
つ
と
し
て
選
定

さ
れ
た
授
与
式
に
は
、
町
議
会
か
ら

山
本
議
長
、
海
田
副
議
長
、
笹
山
総

務
文
教
委
員
長
が
、
ま
た
北
後
志
消

防
組
合
か
ら
山
下
消
防
長
、
富
士
谷

積
丹
消
防
団
長
、
播
磨
積
丹
支
署
長

の
ほ
か
、
幹
部
職
員
も
出
席
さ
れ
、

町
ぐ
る
み
で　

防
災
体
制
の
強
化
を

目
指
す
誓
い　

を
新
た
に
す
る
記
念

の
日
と
な
り
ま
し
た
。

   

防
災
力
　
の
強
化
を
！

　

頻
発
す
る
全
国
各
地
の
自
然
災
害

へ
の
備
え
を
考
え
る
と
き
、
行
政
面

積
が
広
大
で
海
岸
線
に
点
在
す
る
集

”

”

Ｂ＆Ｇ財団Ｂ＆Ｇ財団

9/30 緊急事態宣言  解除か9/30 緊急事態宣言  解除か？？ 延長か 延長か？？
～  ～  町民みんなで感染拡大防止の徹底を町民みんなで感染拡大防止の徹底を    ～～
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